俳優と 現代人の 生活 (対話 V) 

岸 田國士 



A (編集者) 先月、 日本の 俳優 は、 芝居 するとい 

う 目先の ことに とらわれ すぎて、 演技に フク ラミ がな 

い、 というよ うなお 話が ありまし たが、 これ はや はり 

歌舞伎 なんかの やり方と 関係が あるで しょうか …… 。 

岸 田 それ はなく はない と 思います がね、 でも あん 

まりない と 思う。 

A 歌舞伎の 演技に は、 特殊の 造型 法みたい な もの 

があって、 演技 者 は 中心点 だけ を 非常に はっきりと 押 

し 出して 来ます ね。 

岸 田 そり や 歌舞伎の 役者が 新劇 を やる とそうい う 

事になる かも 知れない が …… 、 西洋の 芝居 を 勉強して 



A 例えば 新劇の 役者なん かで 非常にう まくな つて 

くると 新派に 似て 来る とか、 歌舞伎に 似て 来る と 言わ 

れ ますが、 そういうの はどうでしょう。 

岸 田 それ は、 うっかり すると、 役者に 限らず 一般 

日本人の 中に 偶然 ある ものの 演劇的 表現です ね。 つま 

り われわれの 現在の 生活、 俳優の 場合に は 役者と して 

の 生活が まだ はっきり 残って いるん じゃあな いか、 過 

去の 俳優の 生活から 切り離されて いません。 それ は 劇 

団の 中の 雰囲気 を みても すでに わかり ますね。 いわ ゆ 

る 歌舞伎、 新派と 絶縁した 雰囲気 じゃあない。 

A 永く 俳優 を やって いると、 演技 を するとい うこ 



とに 慣れて しまって、 戯曲 を 素材と して、 新しい 芸術 

作品 を 創り 出す という ことから 離れて しまう。 …… 

岸 田 それ は 多少 は あるでしょう。 しかし 芝居 その 

ものが 自然に ある マンネリズムに 陥る、 型に はまる と 

いう こと はあって も、 それ は、 今迄あった 型に 帰る と 

は 限らない。 別の 一 つの 型が 出来そう な もの だ。 歌舞 

伎 や 新派 の 役者と 同 じ 生 活 感情が まだ どこかに 残って 

いる。 

A 具体的 に 言う と 杉 村 さ ん が 新派 々々と 言わ れ る 

が、 私 は 拝見して みて そうは 思わない。 似て いるもの 

は あるが …… 違って いると 思う。 それで 杉 村さん は満 



を 無視で きない。 幾分 は 違った、 新しい、 自由な 表情 

も 含まれる だろう が、 やっぱり そこに は 伝統 や 風習 か 

ら 離れ きれない、 一 つの 標準に 寸法 を 合わせて 行く。 

そうなる と、 それ を 芝居と して、 一 方、 今日まで 練り 

あげて 来た 旧い 舞台の 型が、 歌舞伎の 女形の 型と して 

最も それ を 誇張して 示して いる わけ だから、 どこか そ 

れに 似た ものに なって くる。 

A 杉 村さん は 本当に 苦しんで いるら しいです ね。 

これ は ハタで それに 対して 協力 出来る 面が あれば 協力 

してです ね …… 。 いくらなんでも あれ だけの 役者なん 

ですから。 落ち こんだ 穴から 脱出して ゆく 方法と いう 



もの を どうしても 考えて ゆかなければ ならない と 思う 

ん です 力 

岸 田 僕ら も その為に は 色々 の 事 を 考えない わけで 

はない が、 それ はもう なんです よ …… 杉 村 君が 自分で 

考えて、 自分に とっても し 不利な ものなら、 どんどん 

切り捨て、 ゆく ょリ 仕方がない。 どうも 批評家が そう 

いう もの を 適切に 批評して、 杉 村 君が ほんぜんと 悟る 

と いう もの じゃあない。 

A いまお 話が 出た 戯曲が 舞台に かかって いる 場合 

に 演出家と かその 他の 協力者が 色々 と 俳優に 戯曲 を理 

解 させて、 いくらか でもそう いう 方向 を 暗示 するとい 



離れた もの を、 早く 言う と 現代的と いうか、 あるいは 

西欧 的な 一 つの 形で ゆく、 そういう 感じと か 表現 をつ 

けさせる。 それ は 築地 小 劇場の 初期に 行われた やり方 

だ 。 志 賀直哉 さ ん の 言葉 を 借り て 言えば 「火 の 通ら ん 」 

芝居、 舞台と いう 事になる。 この 言葉 は 非常に 面白い 

言葉 だ と 思います ね。 翻訳 劇 は 火が 通って いないから 

つまらない …… 。 

A これ は 杉 村さん ばかり じゃあな いが、 田 村さん 

はじめ 他の 全部の 俳優が 持って いる。 た y 杉 村さん が 

ずっと 舞台 を ふんで いる だけに、 特に はっきり してい 

る。 



日本的な 女性と いう もの は 別にしても …… しかし、 そ 

れは、 全く 無関係 じゃあな いよ。 

A それ を 考えます と いくらか 直せる と 思います が 

ね。 

岸 田 いけない と 気がつけ ばね。 …… しかし、 歌舞 

伎 や 新派の 真似が したい、 それ も 自分に は 面白い とな 

ると、 どうかね …… 。 いま は 恐らく 気がついて いると 

思う。 それ を、 意識的に 古い 芝居の こういう 美し さと 

いう もの は、 古い 芝居の 美し さで ある ばかりでなく、 

永遠の 芝居の 美し さ だ、 それ をむ しろ 思い切って 取 入 

れる という 一 つの 態度ね、 そのために 少し はくさいな 



んて 言われても、 そんな こと は 歯牙に かけないで、 敢 

然として 自分の 好む ところ を 行って さ、 それで、 一代 

の 仕事 を 完成 させて いくの も 面白い さ。 しかし 周囲の 

忠告に 耳 を 傾け、 自分 も それに 対して いろいろ 反省す 

ると いう 風で あれば、 それ は 杉 村 君の 一 つの 発展への 

過程で も あるし、 僕 はそう いう 風に みている。 

A 今度 は 「ママの 貯金」 の 田 村さん を 問題に して 

いただきた いんです が、 …… 

岸 田 田 村 君の 個人の 批評になる が、 僕 は あの人が 

永く 舞台 を 休んで いた。 そうして 久し振りに 舞台に 立 

つたの が この 前の 自作の 戯曲です が、 その 時と 今度と 



二回 を 通じてみ て、 僕 は 田 村 君 はやつ ぱリ十 年間 も 舞 

台 を 休んだ ことで、 俳優と して は 損 をして いると 思う 

ね。 しかし、 その 損 は 非常に 大きな プラスになる もの 

を 同時に 持って来た。 それ は 何かと 言えば、 田 村 君の 

人間と しての 成長です。 それが すぐ 舞台の 上で 物 を 言 

つてい る。 これ は それほど 光彩 リ くりとした 形で は 現 

われて 来ない が、 しかし 田 村 君が 俳優と しての トレ— 

二 ング をし ばらく やれば それが 大きな 力になる と 思う _ 

そういう 力 を 身に つけて 来て いる。 それに は 田 村 君の 

十 年間に 亘る 人生 修業と いう もの も あつたん でしよう 

が、 それと 同時に、 脚本 を 自分で 書いた。 という 事が 



非常によ かった ので はない かと 思われ ますね。 これ は 

やっぱり もの を 考える、 一 つの 頭の 中で 人間像 を 造形 

する。 そういう 訓練 をした という 事と、 両方で 田 村 君 

の 人間的 成長と いう ものに はかなり 寄与して いるので 

はない か、 そういう もの を 身に つけて 先生 は 再び 舞台 

に 戻って 来たが、 .：：• ですから、 この間の 「ママの 貯 

金」 は その 意味から 言って、 演技 そのもの は どこか や 

つばり 軋る ような ところ を 見せて いる。 まだ どこと な 

く のびのび とした 豊かな 所 は 出て いません けれども、 

人間と して、 人物と しての 重量と いう もの を 十分に 感 

じさせる。 それ は 同時に 俳優と しての 貫禄に もなる も 



に 活かす ためです ね。 田 村 君が あの 芝居 を やる 決心 を 

したの も、 あれ は 純粋な アメリカ人の 家族で はなく、 

ス カン ヂナヴ ィァ からの 移民であって、 いわゆる 一般 

に アメリカ人と いわれる タイプから 離れても い、、 も 

つと 北部 ョ— 口 ツバの 田舎者ら しい、 従って、 そう 日 

本人ば なれした 型が 必要で はない という 有利な 条件 を 

考えての ことら しい。 これ は 田 村 君ら しい 賢明で 慎重 

な、 しかも それ は 外国の 芝居 を やる 場合に 登場人物の 

国籍と いう 事 を 十分に 考慮し なければ ならぬ という 事 

と 一 致した わけです ね。 

A 色々 お 話 を 伺い ましたが 最後に 若い 俳優 志望の 



関と か、 俳優の 演技の 先生と いう ものから 学び 得ない 

俳優の 領域と いう もの は それじゃ あ 一 体 どうす るか、 

といえば、 そういう 事 は 恐らく あなた 方の 雑誌なん か 

で 絶えず 指導して いる わけだろう がね、 これ もまた 一 

種の 悲観論になります がね …… 、 実際 若い 俳優が 現実 

の 社会、 自分の 生活 をつ、 んでゐ る 身辺の 雰囲気の 中 

から 必要な 栄養 を 十分に とる 事 は 非常に 困難な 実情で 

すね。 しかし、 決してで きな く はない の だ。 

A 生活 自体が です か …… 。 

岸 田 日本人の 現在の 生活 自体が です ね、 もっと 

色々 の 所で 色々 の もの を 見たり きいたり して、 い、 剌 



いです ね。 俳優 養成 所で もせめ て、 そういう 「声の 審 

美学」 ぐらい はやって ほしい。 が、 それ は、 観念的に 

一 応 頭に 入れる ことができる だけで、 声の 実質 は 研究 

所 だけで はどうに もなら ないで しょう。 

A お 話 を 伺って いると だんだん 悲観的に なって し 

まう。 

岸 田 ともかく、 そういう ことに 気がつかなければ 

いけませんね。 気がつけば 何 か 切 抜ける 方法 を 考える 

が、 気がつかない 事が むしろ 僕 は 悲しむべき 傾向 だと 

思う ね。 だから、 芝居 を みても、 将来 を 考える と、 暗 

儋 たる 気持になる 場合が 多い。 このま、 ではなん とし 



て も 困る。 自然に 時代が 解決して くれる と は 思えない 

要素が 多すぎる。 やつば リー 応 それらの ことに 気がつ 

く 事が どの 程度に 厄介な 問題 かとい うこと を 肝に 銘じ 

て 知る ことが まず 大事 だ、 という こと を 僕 は 強調した 

いね。 声の 問題なん か は、 特にい ま 気がつい たからと 

いって、 すぐ あすから どうなる もので もない が、 …… 

まあ、 これ は、 大事な ことが 案外 軽く みられ、 注意が 

お 留守に なって いる 一 例に すぎません。 

A 色々 有難 度う ございました。 きょうは この辺で 



底本 ： 「岸 田國士 全集？ 5」 岩波 書店 

1992 (平成 4) 年 6 月^日 発行 

底本の 親 本" 「悲劇 喜劇 第 四 卷第四 号 (四 • 五月 号)」 

1950 (昭和お) 年 5 月 ー 日 発行 

初出 ： 「悲劇 喜劇 第 四 卷第四 号 (四 • 五月 号)」 

1950 (昭和お) 年 5 月 ー 日 発行 

入力 ： 門 田裕志 

校正 ： 仙 酔 ゑび す 

2 010 年^ 月 5 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



